
第二部　ともに生きた人々から

ヤポンスキー！　ヤポンスキー！！
と菅さんは叫んだ

弁護士　大澤 隆司

今から約50年ほど前だが、国鉄（現在はJR）

の環状線福島駅ホームから転落した視力障害

者の事件を受任した。

当時、修習生だった下村忠利君に協力を依頼

し、１年間の調査の後、国賠訴訟（大原国賠

訴訟）を提起した。

このとき、私が弁護士３年目の若輩だったの

で、菅先生（先輩の大弁護士なので、先生と

いう呼び方をするべきだろうが、親しみを込

めて「菅さん」と呼ばせていただく）にも参

加していただいた。

私がお願いしますと頼んだ記憶もないので、

弁護士３年目の大澤だけでは頼りないと思っ

た誰かが、面倒みてやれと菅さんに言ったの

だろう。

控えめな方で、私たちが書いた準備書面はほ

とんどフリーパスだったが、時として《こう

したらいいのじゃないか》という適切なアド

バイスをいただいた。

控訴審以降は、まあ大丈夫だろうと思われた

のか、私や下村、高木甫、浅野省三の若手弁

護士だけで担当することとなった。

あるいは、裁判所の構内で毎回デモし、法廷

で車椅子の台数制限をする裁判所職員と大喧

嘩をする過激派？弁護士には付き合いきれな

いと思われたのかもしれない。

ただ、今、思い返してみると、本当にお世話

になったのに、大原国賠での菅さんの記憶が

あまり残っていない。

私にとっての菅さんの記憶はソ連旅行だ。

1990年、下村君が《大澤さん、ソ連旅行に行

かんか？今年が最後の軍事パレードになるか

もしれんで》と言ってきた。

（彼は京大新聞のキャップをしていたようで、

その嗅覚は確かであった。翌年、ソ連は崩壊

した）

旅行は菅さん、浦先生（浦先生も親しみをこ

めて「浦さん」と言わせていただく）、私、

下村君の４人であった。

ソ連ではいろんなおもしろい経験があった。

空港におりたとき、銃（カラシニコフ銃だっ

たろうか）を構えた兵士の出迎え？を受けた

ことにショックを受けた。

レニングラード（現サンクトペテルブルグ）

の街頭カフェでコーヒーを飲みながら見た、

路上を行きかう若い女性が皆、きれいに見え

た。

ホテルの食事は粗末であったが、お金を出せ

ばレストランで豪華な食事ができ、しかも

ジャズさえ聴くこともできた。

ただ、客が革命歌である《インターナショナ

ル》をリクエストしたとき、ジャズメンが断

固として拒否したことも印象深い。

この旅行で、菅さんが特に印象に残っている

場面が２つある。

エルミタージュ美術館に行ったとき、美術館

の観客を監視するおばあさんが私たちに話し

かけてきたである。

《×〇☆△□・・・・・・》

（おそらく、どこから来たんだ、お前たちは

何国人なんだと聞いたのであろう）

菅さんが答えた。

《ヤポンスキー》

おばあさんは笑顔になり、

《〇×□☆△・・・・・・》

（おそらく、遠いところからよく来たなぁと

言ったのだろう）

と言って、抱きかかえるようなしぐさをした。

き続き皆で努力していけたらと思います。

以上

するとしたもの）や、ウィナタ対オーストラ

リア事件（家族を引き裂く強制送還を自由権

規約17条等に違反するとしたもの）は、入管

現場や訴訟で苦戦の続いていた私共に取りま

して、胸が激しく高まる事案でした。

　また私の方でその後５年間に渡り、８条約

機関が審査した個人通報事件の和文抄訳作り

をさせて頂きましたのに対し、それら全てに

目を通し、ご指導下さいました。心より感謝

申し上げます。

　周知のとおり国連から日本政府に対し、個

人通報制度の導入が勧告され続けて、数十年

を数えます。その実現の日が、果たして近い

のか遠いのか、今なお、楽観も悲観も出来な

いように感じます。

　終局目標が、困窮依頼人ないし市民一般の、

一日も早い状況改善にあるとして、それに向

けて私共が当面、なし得ることは、

　第１に、国際人権法の最新の知見を履修し

続け、各地や各分野の弁護士と支援者らに周

知の上、裁判所や行政機関に対して一斉に変

革を迫っていくことであり、

　第２に、市民の声に日々直接に触れる職業

として、その境遇や解決策を、立法府構成員

らに対して、絶え間なく訴えることだと思い

ます。

　これらが残された者の責務に他ならず、私

自身もこの先の人生なお、取り組ませて頂き

たいと決意しています。

前記「国際人権個人通報150選」の第２巻の

出版に向け、既に、近時の通報事例の履修と

普及を再開しました。菅先生のご薫陶を受け

られた堺筋共同法律事務所その他の新しい先

生方に、是非ともご執筆を担当して頂きたい

と願っています。菅先生の御遺志に沿い、引
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第二部　ともに生きた人々から

だったかと記憶している。

　当初、地方の末端事件を主として担当して

いた私は、報告する立場が多かったせいか、

次第に大事件の代理人として菅先生と名前を

並べる機会が増えた。共同受任という形であ

る。慣行として、まず末席の私が準備書面の

起案をし、その原稿を元に会議を開催するこ

とが多々あったが、会議の席で舌鋒の鋭さは

容赦がなかった。私は次第に菅先生と同席す

る会議を迎えると緊張するようになっていっ

た。

　ところが、弁護団会議が終わって移動する

とき、食事のとき、十歳以上の年上で先程ま

で原稿の出来の悪さを追及していたはずの菅

先生は、私に対して同年代の友人のように接

してくださるので驚いた。

　印象に残る話はいくつもあるが、一例を挙

げると、元日本軍であった台湾人負傷兵の補

償問題の話があった。「彼らは本当は日本人

なんだ。旧植民地の人間は本来日本国籍を選

択できるのが国際法上のルールなのだ。」云々

と。

　書面に対する指導のみでなく、空いた時間

の菅先生のお話が私の頭に汲み入っていたと

気づいたのは、更に数年後のことだった。

　某愛国団体からどういう訳か、私に顧問の

打診があった。その愛国団体は「在日特権を

許さない」ことを政策目的としていた。私は、

この話を聞くと菅先生のお顔を思い出し「あ

の人たちは日本人なんだよ」と答え、顧問の

打診を断っていた。

先生と私

弁護士　大島 真人

　菅先生と私の付き合い、というか、私が菅

先生の御指導を給わったのは、専ら日蓮正宗

（宗門）の弁護団を通じてのことであったの

でその頃の思い出を書かせていただく。

　頃は平成四年春頃、対創価学会の大紛争が

勃発、後になって振り返れば全国規模での

二十年以上に亘る訴訟の嵐の始まりだった。

　その年の夏頃、全国の弁護士数十人が総本

山大石寺に集まり弁護団会議が開催された。

　私は様子もわからず末席に座ったが、上座

の先生方の御名前を拝見し驚いた。マスコミ

や学術誌で著名な先生方が顔を並べていたの

だ。その中の一人が「相手は決してお行儀の

よい団体とは言えないので・・・」と挨拶さ

れ、身の引き締まる思いがした。その上座の

数人の中に菅先生がいらしたはずだが、当時

は格段に強い印象もなかった。

　全国規模で起こった訴訟の嵐は数年経って

も収まることなく、波を打つように押し寄せ

てきた。弁護団の末端にいた私は使い勝手が

よかったのか、南は沖縄石垣島から北は日立

支部まで地方の事件を担当して走り回ってい

るような感じだった。

　しかし、それにしても圧倒的な数の事件に

応じて宗門側では意見統一する必要があり、

頻繁に弁護団会議が開催された。どちらかと

言うと多弁な私は同じパターンの事件を代表

して報告することが多く、いつも上座に座っ

て舌鋒鋭く事件処理について質問し、追及す

る細面の人が菅先生なのだとわかったのは、

弁護団に加入して数カ月も経過した頃のこと

そこには私の全く知らない、菅さんの活動が

あった。

もう少し話を聞かせてもらった方がよかった

なぁという心残りがある。

本当に惜しい人を亡くしたという気持ちが消

えない。

このとき、ヤポンスキーと即答できる菅さ

んってすごいなぁって思った。

そういえば、街を小型バスで移動していると

き、菅さん（あるいは浦さんだったかもしれ

ないが）が看板を見ながら辞書を引いていた

のを見て、わぁー、こんなところで勉強して

いるだと驚いた記憶も残っている。

さて、モスクワの革命記念日の軍事パレード

も見た後、帰国するために空港にいた時であ

る。

近くで悲鳴が上がった。

小柄でやや浅黒い人たちが警棒で殴られてい

た。

ベトナムの人という感じだった。

殴っているのは私服の警官のようであり、か

なり興奮していた。

私たちもその騒ぎに巻き込まれそうになっ

た。

そのとき、菅さんは腕をスーと前に伸ばした。

その先に日本のパスポートがあった。

そして言ったのである、

《ヤポンスキー！　ヤポンスキー！！》

あれほど見事な対応を見たのは、これまでの

生涯で１度たりとも存在しない。

今、何が起こっており、どう対応するべきか

を菅さんは一瞬で判断し、かつ即刻、行動し

たのである。

ソ連旅行の後、菅さんとあまり話をしたこと

がない。

互いに京阪沿線に家を持っているので、朝、

北浜の駅で見かけることもあった。

ただ、知的でクールな菅さんにはやや近寄り

がたい雰囲気があった。

挨拶程度の言葉を交わすだけであった。

今回、菅さんの訃報を知った。

浦さんの追悼文を読ませていただいた。

国際的な活動をされていたという。

写真はソ連旅行の際の写真。レニングラード（現サンクトペ
テルブルグ）のロモノーソフ橋での菅さん
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